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日本酒を愛する人の 

かすが会ニュース 

平 成 2 4 年 度   

第 3 回例会（報告）  

 
 

平
成
24
年11

月1
8

日
（日
）
13
時
か

ら
、我
孫
子
市
の
老
舗
割
烹
鈴
木
屋
本
店

に
お
い
て64

名
の
参
加
を
得
て
平
成
24

年
第3

回
例
会
が
「
お
燗
酒
と
ご
当
地
限

定
酒
を
楽
し
む
」
と
の
企
画
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
（試
飲
結
果
は
３
Ｐ
に
掲
載
） 

か
す
が
会 

金
子
昌
也
会
長
、
春
日
や

中
村 

靖
社
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、か
す
が

会 

内
山
幸
二
顧
問
の
司
会
で
参
加
蔵
元

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

本
日
の
献
立
は
次
の
通
り
。 

一
、先
付 

ず
わ
い
蟹 

菊
花
和
え  

え
の
き
茸 

二
、造
り 

ほ
う
ぼ
う 

薄
造
り 

大
根 

三
し
の
ぎ 
茶
飯 

四
、焼
物 

秋
鮭
西
京
焼
き 

里
芋
塩
蒸 

五
、煮
物 

ふ
ろ
ふ
き
大
根 

柚
子
味
噌 

小
海
老
の
せ 

六
、温
物 

鰯
の
つ
み
れ
汁 
豆
腐 

白
菜 

椎
茸 

割
葱 

七
、酢
物 

鮟
肝
と
き
ゅ
う
り 

 

（写真左側から） 

李白酒造： 藤井常務 

銀盤酒造： 今田顧問 

宮尾酒造： 宮尾社長 

出羽桜酒造：黒坂課長 

かすが会： 内山顧問 
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平
成
25
年
度
第
１
回
例
会
企
画 

  

今
年
も
第
１
回
例
会
テ
ー
マ
は
、

か
す
が
会
の
恒
例
と
な
り
ま
し
た

「
搾
り
た
て
の
新
酒
を
た
の
し
む
」

で
す
。 

 

大
吟
醸
酒
を
中
心
に
高
級
日
本

酒
は
、
気
温
が
十
分
に
下
が
り
、
雪

国
で
は
積
雪
の
量
が
確
保
さ
れ
て

雑
菌
の
繁
殖
し
難
い
環
境
が
整
う

年
明
け
頃
か
ら
、
周
到
な
準
備
を

経
て
仕
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

様
々
な
工
程
を
経
て
温
度
が
上

が
り
過
ぎ
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
は
ら

い
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
低
温
醗
酵
さ
せ
、

や
が
て
搾
り
を
迎
え
ま
す
。 

 

全
国
鑑
評
会
に
出
品
す
る
よ
う
な
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
お
酒
は
３
月
に
入
っ
て
か
ら

の
搾
り
が
多
く
、
そ
の
搾
り
た
て
を
成
る

べ
く
多
く
出
品
し
て
頂
く
為
に
、
か
す
が

会
第
１
回
例
会
は
毎
年
３
月
後
半
に
設
定

し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
も
か
す

が
会
会
員
蔵
元

か
ら
殺
菌
熱
処

理(

火
入
れ)

を

し
て
い
な
い
大

吟
醸
搾
り
た
て

生
酒
が
多
数
出

品
さ
れ
ま
す

の
で
、
こ
の
機

会
に
普
段
は

中
々
飲
め
な

い
貴
重
な
お

酒
の
素
晴
ら

し
い
味
を
是

非
と
も
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 
 

                   

      

            

＜１１月例会のアンケートから＞ 

・ご当地限定酒の印象； 

派手さがないが美味しいお酒が多かった。（50 代・女性） 

初めてのお酒ばっかりでとても美味しかったです。（60代・女性） 

  おしとやかながら、りんとした印象です。（30 代・男性） 

  地元で愛されている酒は趣が深い。晩酌酒は安い方がいい。（60 代・男性） 

  コストパーホマンスの高い酒が多い。（60代・男性） 

・これまで燗酒の会は何度かあったが、今回は自分も含めて、改めて燗酒の良さが発見された会だったと思います。

ヌル燗の甘味と酸味がふわっと立った味わいもなかなかいいもんだと解りました。（50代・男性） 

・基本的に常温がよい。燗酒は味が変わって旨いものだがじっくり時間を掛けて料理を楽しむには選びがたい酒であ

る。但し誰かが燗の用意をしてくれるのが条件。ゆっくり時間をかけて料理と共に楽しむのが条件。家庭で飲むに

は手間が掛り過ぎる。しいて言えば電子レンジで温めるくらいが良いだろう。欠点としては燗冷ましは特に不味い。

このリスクを犯してまで人様に勧めにくい。味の変化が少ない冷やで飲める酒がいいと思う。（60代・男性） 

・蔵元見学を企画して欲しい。（60 代・男性） 

アンケート回答者：43名（回収率：67％） 

男性：21 名、女性：6 名、不明：16 名 

30 代：4名、40代：1 名、50 代：6名 

60 代：16 名、70 代：8名、不明：8名 

搾りたての新酒を楽しむ会 

「麹造り」日の丸醸造 

「酒母造り」李白酒造 

「大吟醸の袋吊り」千代むすび酒造 

一袋一袋は結構な重量がある為、持

っているその手も震えてくる・・・ 

昨日、その日を迎えました。 

「櫂入れ」浅舞酒造 

昨夜から日が昇るまでは、大荒

れの空模様でした・・（２月 5日） 

 
昨年の「搾りたての新

酒を楽しむ会」には、

25 銘柄が出品されま

した。（写真：左） 

蔵元は５社がご来場さ

れました。 
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創
立
三
十
五
周
年
を
迎
え
て 

 
 
 

か
す
が
会
会
長 

金
子 

昌
也  

早
い
も
の
で
、
か

す
が
会
が
発
足
し

て
35
周
年
を
迎
え

る
事
に
な
り
ま
し

た
。 

 

無
事
に
35
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

ひ
と
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昭
和
53
年
10
月
に
故
中
村
国
夫
春
日

や
店
主
、
森
口
嘉
雄
名
誉
会
長
、
故
吉
倉

孝
也
前
相
談
役
を
中
心
に
一
般
消
費
者

で
あ
る
私
達
数
人
で
、
中
村
国
夫
氏
の
地

酒
に
対
す
る
熱
意
に
感
動
し
、
微
力
な
が

ら
「
春
日
や
」
を
応
援
し
よ
う
と
設
立
さ

れ
た
の
が
現
在
の
「
か
す
が
会
」
で
す
。 

 

勿
論
森
口
名
誉
会
長
、
故
吉
倉
前
相
談

役
も
一
般
消
費
者
で
、
中
に
は
大
学
生
も

１
～
２
名
居
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
昭
和
56
年
に
第
１
回
の
集
ま
り
を

我
孫
子
の
「
み
ち
く
さ
」
で
開
催
し
た
訳
で

す
が
、当
時
東
京
農
業
大
学
助
教
授
の
小

泉
武
夫
先
生
、
作
家
の
故
簗
取
三
義
先
生
、

酒
評
論
家
の
故
穂
積
忠
彦
先
生
等
を
お

招
き
し
た
会
で
し
た
が
、参
加
者
は
僅
か

15
人
程
度
で
し
た
。 

 

そ
れ
で
も
森
口
名
誉
会
長
、
中
村
国
夫

春
日
や
店
主
、
吉
倉
孝
也
氏
等
が
飲
食
店

や
一
般
消
費
者
に
声
を
掛
け
て
会
を
重
ね
、

参
加
者
も
20
人
か
ら
30
人
、
そ
し
て
40

人
か
ら
50
人
と
徐
々
に
増
え
、
現
在
で
は

毎
回
１
０
０
人
の
会
員
が
参
加
さ
れ
る
盛

大
な
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
た
ま
た
ま
、
平
成
12
年
度
の
「
か
す

が
会
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
ｏ
17
号
」
を
見
て
み
ま
し

た
ら
、
「
新
酒
を
楽
し
む
会
」
に
も
拘
ら
ず

総
勢
約
40
名
の
参
加
だ
っ
た
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

今
こ
の
よ
う
な
参
加
者
に
な
っ
た
の
は
、

会
員
の
皆
様
、
各
蔵
元
様
、
役
員
の
皆
様
、

そ
し
て
春
日
や
の
応
援
や
関
係
者
の
お
陰

と
協
力
が
有
っ
た
か
ら
こ
そ
現
在
が
有
る

の
だ
と
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

ま
た
、
会
員
有
志
で
全
国
の
蔵
元
見
学

等
に
も
行
き
、
お
酒
に
関
す
る
勉
強
会
を

続
け
た
結
果
、
お
陰
様
で
現
在
の
会
員
は

蔵
元
会
員
を
含
め
て
約
１
７
０
名
強
に
な

り
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
あ
る
関

係
者
の
方
か
ら
お

聞
き
し
た
話
で
す

が
、
過
去
全
国
に

幾
つ
も
の
「
日
本
酒

の
会
」
が
有
っ
た
そ

う
で
す
が
、
そ
の
殆

ど
が
消
滅
し
た
中
で
35
年
も
続
い
て
い

る
会
は
今
で
は
「
か
す
が
会
」
位
で
は
な
い

か
と
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

本
当
に
有
難
い
事
だ
と
つ
く
づ
く
感
謝

致
し
て
居
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
若
い
方
々
を
ど
ん
ど
ん
お

誘
い
し
、
40
年
50
年
、
い
や
１
０
０
年
と

「
か
す
が
会
」
が
歴
史
を
塗
り
替
え
て
行
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

そ
の
為
に
は
先
ず
健
康
で
あ
る
事
で

す
。 

 

そ
し
て
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理

解
を
今
後
と
も
頂
き
た
く
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
後
の
「
か
す
が
会
」
の
益
々
の
発
展
と
、

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
、

御
礼
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。 

 

平
成
25
年
度
例
会
日
程 

第
１
回
例
会
と
総
会 

 

・日
時 

３
月
24
日
（日
）
13
時
～ 

 

・テ
ー
マ 

搾
り
た
て
新
酒
を
楽
し
む 

第
２
回
例
会 

 
・日
時 

７
月
21
日
（日
）
13
時
～ 

 

・テ
ー
マ 
未
定 

第
３
回
例
会 

 

・日
時
11
月
17
日
（日
）
13
時
～ 

 

・テ
ー
マ 

未
定 

 

会
場
は
何
れ
も
我
孫
子
㈱
鈴
木
屋
で 

編 

集 

後 

記 

失
わ
れ
た
20
年
と
称
さ
れ
る
日
本
経

済
の
停
滞
と
デ
フ
レ
に
超
円
高
、
若
者
の

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
離
れ
や
嗜
好
の
多
様
化

等
々
、
日
本
酒
と
っ
て
厳
し
い
環
境
が
続

き
、
日
本
酒
の
消
費
量
は
毎
年
減
少
し
て

来
ま
し
た
が
、
昨
年
頃
か
ら
幾
つ
か
明
る

い
兆
し
も
見
え
始
め
た
よ
う
で
す
。 

 

特
に
欧
米
で
の
日
本
食
ブ
ー
ム
に
連
動

し
た
酒
造
メ
ー
カ
ー
の
努
力
も
有
っ
て
、高

級
日
本
酒
の
輸
出
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

旅
行
先
で
経
験
し
、
帰
国
し
て
日
本
酒

に
関
心
を
寄
せ
る
方
も
有
る
と
聞
き
ま

す
。 

 

国
内
で
も
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以

後
に
「
東
北
を
応
援
し
よ
う
」
と
の
機
運
の

高
ま
り
が
有
り
、
そ
の
中
か
ら
東
北
の
日

本
酒
が
品
切
れ
に
な
る
現
象
も
出
て
い
ま

す
。 

 

ワ
イ
ン
の
普
及
に
伴
っ
て
同
じ
食
中
酒

で
あ
る
日
本
酒
の
良
さ
も
見
直
さ
れ
始
め

た
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

政
権
交
代
で
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
に
よ
る
経
済
好
転
へ
の
期
待
を

大
い
に
活
用
し
、
今
年
は
日
本
酒
業
界
も

積
極
的
に
創
意
工
夫
し
て
、
活
躍
発
展
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

か
す
が
会
副
会
長 

加
藤 

洋
一 


